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岩倉地域の紹介

京都市 左京区 岩倉

人口 1,468,980 167,932 27,947

世帯数 713,432 78,785 12,084

要介護認定者数 62,420 7,306 1,006

要支援者数 23,882 2,360 364

地域包括支援
センター数

61 7 1
職員数 5.8人

高齢化率 27.8 28.7 24.2

岩倉地域には、後三条天皇（位1068～1072
年：第71代天皇）の第三皇女がこころの病に
陥った時、岩倉の大雲寺境内にある不増不減
の霊泉を毎日飲ませたところ、病気が治った
という伝説があります。日本の精神科医療発
祥の地と言われています。

※H30.10現在



岩倉圏域認知症部会

普及啓発・訓練チームのメンバー。

毎月、部会を開催し、認知症の方の事例検討会や

サポータ養成講座の開催、声かけ訓練、ワーク

ショップ等を年間通じ活動しています。



A 普及啓発・訓練チーム

• 家に戻れず保護をされた方のアフターフォローの

意見交換もしています。



B オレンジカフェチーム



岩倉・左京区の取り組み 交通機関との訓練

2012
タクシー会社

2013
叡山電車

2014
京都バス

2015
京都市地下鉄

2016
叡山電車
京都バス
京都市バス
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滋賀県出身であり、県をまたがり、自転車で片道
4時間かけて通ってた。年々、体力低下となり道中
で転倒し救急搬送や、警察の方に保護してもらう
ことが続いていた。



線路の軌道内に入る & 線路に石を投げる
3年ぐらい前から上記が見られた。
昨年夏頃がひどく頻繁に家に行って注意をしてきた。
対応 ロープ ⇒ 看板 ⇒ネット
運転手は注意はしており、姿が見えれば警笛を鳴ら
したりしている。



警告看板

残念ながら意味を理解されていないようです…



ファーストタッチの遅れ

• 困った人として警察や鉄道会社が何度も、自宅に
訪問し注意喚起をしていた。

⇒地域の相談窓口・包括等につながることが

遅れたケース

⇒介護保険の手続きを行い、通所サービスを開始さ
れたがうまくなじめなかった。



本人の趣味:畑仕事
アパートの隣の空き地を畑として野菜を育てている。
耕して出てきた石(畑にそぐわない)を捨てている
⇒すぐそばに線路があり、“石を投げる“につながっている。



• 夫婦ともに認知症。世帯でサポート
• H28.4～畑のできるデイサービス、小規模多機能に変更。
• 本人:『畑仕事ができ、食事も作ってもらえて、ここ(小規模多
機能)は最高や!!』





第2回 岩倉圏域

金融機関、スーパーの皆様との
認知症にやさしいまちづくりワークショップ

[日 時] 平成30年10月3日（水） PM13：30～PM15：30 

[会 場] デイサービス虹 精華大前 （京都市左京区静市市原町850) 

S-1 知っておくべき認知症の基本知識(医学的見地から) 

S-2 ケース・スタディーとグループディスカッション
認知症の方の意思決定支援・対応方法のポイントを学ぶ

S-3 認知症にやさしいまちを考える



ご参加頂いた金融セクター・企業の皆様

• 京都中央信用金庫 岩倉支店

• 京都信用金庫 岩倉支店・中町支店

• 京都銀行 三宅八幡支店

• 京都中央農業協同組合岩倉支店

• 京都信用金庫くらしのサポート部

• 京都生協

• (株)フラットエージェンシー









• 京都市明徳児童館さんは、5年間認知症の取り
組みを続けておられ、この度、2017年度【児童
健全育成推進財団】児童健全育成賞（數納賞）
に入賞されました。

• やさしく声を大人になっても、続けて欲しいと
願っています。



児童館で認知症ミニ講座

紙芝居&劇で紹介



麦わら帽子とスリッパをはいた
高齢者役3名がグラウンド内で
迷っています。
高齢者役は、岩倉圏域地域ケア
会議ケンバーが協力。

高齢者の孫役を高学年が担当してく
れます。
低学年が、声かけし大人につないで
くれているところに、登場するシナ
リオ。







入口のブースで、来所した子供たち
に説明と、ラリーカードにシールを
貼り、声かけ訓練スタート!!
会場の2カ所で高齢者役の方を配置。
ノボリが目印
受付は、
PATの方・
区社協さんが
協力



たくさんの人数に体験…では
なく、１人にじっくり、対応
して頂き体験してもらいまし
た。

メモを見て、娘さんの携帯に
電話連絡。

全員の方がやさしい対応をし
てくれました。





来所者

子ども約300人

大人・ボランティア含め約240人

計540人

認知症のことを知って頂けました。



図書・情報の紹介

協力: 認知症の人と家族の会 京都支部
京都地域包括ケア推進機構
京都市認知症地域支援推進員



施設の管理者であり、認知症の祖母の介護者である
寺田氏からのお話し。
当事者・介護者の方も参加頂けました。









• 交通セクターの皆さんへのビデオメッセージ







左京区役所では，認知症になっても

安全に外出を続けられるまちを目指すため，
さきょう認知症にやさしい地域づくり部会及び
叡山電鉄株式会社との協働で，叡山電車
「八瀬比叡山口駅」での認知症カフェを開催

日時：平成30年9月29日（土曜日）
午前10時～午後1時

場所：叡山電車「八瀬比叡山口駅」

http://www.city.kyoto.lg.jp/sakyo/page/00002
40168.html





開会のご挨拶
94歳当事者 谷口様











• 認知症について周りの方の理解を深めていく・理解者を増や
すことが大切。

• 駅において、カメラや機械ではなく、困った時に相談できる
人を置いて欲しい(職員さんでなくてもボランティアさんでも
いい)。

• こういったカフェを通じて、認知症の方の困りごとを聴かせ
て頂くことが大切。

• 行政にお願いしたいことは、ここ(八瀬駅)のように集まれる
場所を提供してほしい。

• 認知症のある人も・ない人も同じ場で一緒に過ごすことが大
事。



• 外出することが自分の暮らしの中で大事なこと。

• 乗換時に負担がある。

• ヘルプカードを京都市としても普及が出来ればと考えて
いる。

⇒敬老パスを配布する際に全員の手元に渡る仕組みのほう
が良いのではないか?

• 何人来てくれたか?より、一人一人が楽しめるカフェか
どうかが大事。

• こういったカフェに当事者の方と一緒に参加することで
職員の方の新たな気づきにつながる。



まとめ

普段からしていることは、行方不明時に生かせる(機能する)。
普段からしていないことは、行方不明時に何もできない。

取り組みが、結果として、ひとりの命を助けることにつながり
ますように…。


